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平井啓久 (教授)， 今井啓雄 (准教授)， 郷康広 (助
教)， 平井百合子 (技能補佐員)， 伯川美穂 (技術










の RCRO 領域の組み換えが生じることを確認した. 
 






























早川卓志， 菅原亨（現 成育医療センター）， 鵜殿俊
史，森村成樹（以上，チンパンジーサンクチュアリ宇
土）， 友永雅己（思考言語）， 郷康広， 平井啓久， 今
井啓雄 
国内施設飼育チンパンジーを対象に T2R 遺伝子群
の種内多型を解析した. 約 50 個体を対象にした西チ
ンパンジーでは平衡選択的な傾向がみられた










の遺伝子多型解析を行った． 特に T2R38 について多
くの遺伝子多型が発見され， ある群では機能欠損さ




PTC の苦味を識別できないことが示された（Suzuki et 





今井啓雄， 鈴木南美， 伯川美穂（グローバル COE），






 鈴木南美， 宮澤悠（総合人間学部）， 大本育実，
小泉敬彦（以上，理学部）， Yin Lijie，Pan Wenshi（以
上， 北京大学）， 伯川美穂（グローバル COE）， 今井
啓雄 
 中国広西チワン族自治区崇左市で観察されている
white-headed langur について, 採食活動と味覚の関係
を検討するために共同研究を始めている. 今年度は, 
採食植物の調査とフンからの DNA 分析を行った. 
 
H) 嗅覚受容体の多型解析 







I) マーモセット V1R の解析 
 松井淳（人類進化モデル研究センター）， 伯川美穂
（グローバル COE）， 今井啓雄 
 フェロモン受容体の候補である V1R について,多型
解析と発現解析を行った. 所内のマーモセットで多
型はほとんど観察されなかった. RT-PCR により一部

















L) 血小板減少症と SRVに関する研究 
 伯川美穂（グローバル COE）， 今井啓雄 
血小板減少症の原因究明を目指して, 罹患個体血漿
中の核酸について次世代シークエンサーによる網羅



















郷康広, 豊田敦（遺伝所）, 辰本将司（遺伝研）, 藤
山秋佐夫（遺伝研）, 黒木陽子（理研）, 平井啓久（遺
伝子情報）, 友永雅己（思考言語）, 松沢哲郎（思考




血球細胞を抽出し, RNA を精製した後, イルミナ社の
次世代シーケンサーによる発現定量化を行なった.ま
た国立遺伝学研究所との共同研究により親子トリオ




郷康広, 豊田敦（遺伝所）, 今井啓雄, 山森哲雄（基






















郷康広, 浅川修一（東大）, 清水厚志（慶応大）, 佐々
木貴史（慶応大）, 清水信義（慶応大） 
 海棲適応したイルカ類における味覚受容体遺伝子
の遺伝子進化を調べるために, イルカ BAC ライブラ
リーより T2R 遺伝子群が存在する BAC クローンを同
定し, 配列解析を行なった. また, 同時に解析が進行







郷康広, Pierre Fontanillas（Broad Institute）, Daniel Hartl
（Harvard 大） 
 種や性における表現型の違いを生み出す RNA レベ
ルでの機構を調べるために, エクソン特異的なマイ
クロアレイを作成し , キイロショウジョウバエ
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